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（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
 本論文は、カール・ヤスパースの思想の中心概念である「実存」を、意識、限界状
況、包越者存在論、了解、交わりという五つの観点から解明し、それを通してその思
想がいかなる意味で「主観主義」の超克をなしえているかを明らかにしようとするも
のである。 
 
 第１章「意識の主観と客観への分裂」では、「主観─客観─分裂」という意識の根
本現象を基底として、自我意識と対象意識がいかなる意味で相補的であるか、また自
我意識がいかなる「発展段階の系列」を持つかについて丁寧な考察を進め、その結果、
ヤスパースの実存哲学が個人の主観的体験に重きを置きつつも、客観と隔絶した主観
性を追求する「悪しき主観主義」ではないことを示した。 
 
 第２章「限界状況と実存」では、ヤスパースの「限界状況」論が取り上げられる。
この「限界状況」論に現れる「殻」という術語に集約されるヤスパースの思想を、ル
カーチやリッカートは「主観主義」と呼んでこれを批判したが、学位申請者は「限界
状況」論の周到な検討を通して彼らの批判がどのような意味でヤスパースの思想の曲
解に基づいているかを明らかにしようと試み、その試みを通して「限界状況」論の積
極的な意義を明示する。 
 
 第３章では、西田幾多郎が「包越者」について示した見解を出発点として、包越者
と人間の主観について考察する。ヤスパースの実存哲学もまた「主観から客観へ」の
超越であって近世の主観主義を脱していないとする西田に対して、学位申請者は西田
が「超越するはたらき」の出発点とみなしたヤスパースの「主観」は夥しい主観─客
観関係を背負った「主観」であり、「非我」がなければ超越するはたらきとしての「自
我」もないとし、「包越者」が西田の言う「場所」の「主観面」ではないことを明ら
かにしようとする。こうした考察を通して、ヤスパースの立場が、すべての存在者が
包越者を媒介としてつながっているとするものであって、否定的な意味での個人主義
ないし主観主義ではないということを明らかにした。 
 
 第４章では、ヤスパース思想の重要概念の一つである「了解」を取り上げ、その方
法によって捉えられる主観的体験がどのような性格のものであるかを考察し、これと
対比的に「了解不可能なもの」としての実存の特性を際立たせることによって、彼の
主観重視の考え方の根底にあるものを明らかにしようとする。この考察は、ソクラテ
スを取り上げての物語論へと接続し、最後にそうした了解の持つ限界としての「了解
不可能なもの」すなわち実存の再考へと至る。こうして、学位申請者は、ヤスパース
が当時の優勢な「理論」に対して自らの主観的心理学の方法をいかなるものとして捉
えていたかを、その方法に関わる多様な事柄を慎重に整理しながら解明することに努
めている。 
 
 第５章「交わりと実存」では、ヤスパース思想に対する「主観主義」であるとの批
判が再度前面に出される。当人の人格の不遜な重視、誤った個人主義であるとの批判
に対して、学位申請者はもう一つの基軸概念である「交わり」を取り上げ、その理解
の誤りを指摘しようとする。学位申請者は「交わり」の二様態、すなわち「現存在の
交わり」と「実存的交わり」を順次取り上げ、その内実を確認し、それらに通底する
原理として、どちらにおいても闘いとしての限界状況が当事者によって経験されると
いう点を指摘し、ヤスパースの実存哲学が「主観主義」を標榜するものではなく、実
践的・倫理的性格を備えていることを可能な限り示そうとしている。 
 
 以上、学位申請者の考察は、実存をめぐるヤスパース思想の諸相を慎重に解明する
よう努め、本論文においてその目的を十分に達成していると認められる。しかし、本
論文がヤスパースの「実存」概念を「主観主義」批判を念頭に置きながら解明しよう
とするものであるにもかかわらず、その「主観主義」という概念自体が十分に整理さ
れた形で提示されてはおらず、例えば「はじめに」での言及、第２章でのルカーチと
リッカートとの関係におけるその言及、第３章での西田との関係におけるその言及、
あるいは第５章での「交わり」との関係におけるその言及において、その言葉の意味
合いに揺らぎが認められ、ヤスパースを批判した人々の提起する問題に学位申請者が
十全に答え切れているかとの疑問が残る。「主観主義」という基本概念の堅実な検討、
その言葉の基盤となっている西洋の「主観」、「客観」概念の由来についての、単に
先行研究に拠るのではない慎重な考察が、学位申請者の今後の課題の一つとして求め
られる。 
 
 かかる課題は残されているものの、本論文における学位申請者の研究水準に疑念の
余地はなく、近年研究者の多くないこの分野においてこうした研究成果を残しえたこ
とについては、十分に評価されるべきものと判断される。 
 
 よって、本論文は博士（人間・環境学）の学位論文として価値あるものと認める。
また、平成２７年６月２５日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った
結果、合格と認めた。 
 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。
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